
マルチブレード加工を 
簡単に作成
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hyperMILL® マルチブレードパッケージ －
標準アプリケーションと同様に簡単な操作で...

マルチブレードパッケージによるインペラー・ブリスク加工がさらに簡単になりまし

た。統合された自動化機能により、入力するパラメータの数を最小限にまで抑えてい

ます。簡単で、グラフィックベースのユーザーインターフェースは習得も容易です。さら

に、信頼性の高い干渉チェックおよび干渉回避が、加工のどの段階においても最大限

の加工プロセスの安全性を保証しています。

必要加工をすべて完備:
 このパッケージを利用する
と、複数のブレードをもつ部
品加工に必要とされる全ての
加工手法が簡単に定義でき
ます。荒加工、ハブ仕上げ加
工、ブレード仕上げ加工など
の一般的なアプリケーション
に加えて、さらに専門的なア
プリケーションを提供してい
ます。 
 
分かりやすく簡単:
機能を自動化することで定義
しなければならないパラメー
タの数を最小限に抑えていま
す。パラメータの入力はグラ
フィックベースのユーザーイ
ンターフェースで分かりやす
いものとなっています。プロ
グラミングは経験のある技術
者に限られた分野ではなくな
りました。 

多面性:
CADデータ上の制約はありま
せん。CADと ＣＡＭ が全面的



マルチブレード・プランジ荒加工(リ
リース未定)： 
突き出し長の長い工具を使用し
なければならない（低速の送り速
度の）ケースでは、ブレード間のポ
ケット領域を認識して突き加工を
行うプランジ荒加工が適していま
す。工具たわみを抑制し、ブレード
形状沿いに余肉を除去することが
可能です。これにより、大幅に効率
の良い加工が行えます。

マルチブレード荒加工: 
マルチブレード荒加工手法では、
事前に加工された素材あるいは
部分仕上げ部品からの継続した
加工プロセスで荒加工を行うこと
が可能です。時間のかかる切削シ
ミュレーションは必要ありません。

マルチブレード・ハブ仕上げ加工： 
ツールパス輪郭は、顧客ごとの要
件に合うようにハブの空力性と加
工目の視覚的結果を指定すること
ができます。この加工手法は、ブレ
ードに近接した削り残り部加工に
も利用できます。

マルチブレード・ポイント加工: 
 高速加工のひとつである“ポイン
ト加工“は、全ての曲面ブレード
において高品質の加工が行えま
す。ブレードは、工具点接触で連
続的ならせん動作で加工されて
いきます。

マルチブレード・フランク加工: 
ブレードサーフェイスで正確なス
ワーフ加工をする場合には、“フラ
ンク加工“という加工手法を使用し
ます。hyperMILL®は自動で最適工
具位置を計算する等により、加工
時間を削減できます。

マルチブレードエッジ加工:
ブレード加工で削り残った「リー
ディングエッジ」「トレーリングエッ
ジ」部を仕上げるツールパスを作
成します。

マルチブレード・フィレット加工:
フィレット加工は、ハブとブレード
サーフェイス間の半径が変化する
場合に理想的な加工手法です。こ
の加工手法は削り残り部加工に利
用できます。

クリックするだけで済んでし
まいます。

加工プロセスの安全性:
超硬工具を使用することで、
充分な切込み量および高速
な送りで加工が行えます。実
績のあるhyperMILL®の干渉チ
ェックは、加工プロセスの高
い安全性を保証します。オペ
レーターは、二つの加工手法
から選択可能です：Z軸周り
の干渉回避、あるいは二つの
ブレード間にてキャンバーラ
インを考慮した干渉回避。こ
れにより最適な工具配置でよ
り太い工具を使用することが
できます

に統合されているため別の
CAM製品を必要とせず使用 
できます。マルチブレード加
工においてはテーパ工具を
使用することができます。

高速:
hyperMILL® のフィーチャーテ
クノロジーの長所は、複数の
ブレードのある部品加工の
さまざまな場面で活かされ
ます。同じ素材の製品であれ
ば、完成した既存の加工工程
をドラッグ&ドロップで読み
込むことができます。また類
似した製品形状であれば、デ
ザインやプログラミングのそ
の後の変更は、マウスを数回
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